意外と知らない!?私たちのカラダ～耳・鼻・のどのしくみと働き～ほすぴ139号

1. 次の文章は、音が脳に伝わるまでの流れについて述べたものである。（　　）にあてはまる語句を答えなさい。
①耳介から鼓膜へ

音は（　　）で集められ、（　　　）を通ります。耳の外ではバラバラの方向に向かっていた音波も、（　　　）を通ることで一定の方向に整い、（　　）に届くころには美しい波形の音波になります。

②鼓膜から耳小骨へ

　（　　）は音の大きさや高さに応じて振動し、この振動は鎖状につながった（　　　）を経由して、さらに（　　）に音を伝えていきます。
（　　　）は、鼓膜から伝えられた振動を大きすぎるものは小さく、小さすぎるものは大きく調整しています。

③耳小骨から蝸牛へ
　（　　）には、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(ちょう),聴)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(もう),毛)と呼ばれる細かい毛を持った（　　　　）があり、耳小骨から伝わった振動が蝸牛の（　　　　）を揺らすことによって聴毛が揺れ動きます。

有毛細胞は、ピアノの鍵盤が高い音から低い音まで音程の順に並んでいるのと同じように、蝸牛の入り口付近は（　　）音、奥へ行くほど（　　）音を感じ取る（　　　　）が決められた順番通りに並んでいます。一つ一つの細胞は特定の音にしか反応しないようになっています。そして、空気の振動によって特定の有毛細胞が反応すると、（　　　　）が起こり、その情報が（　　　）へと伝わります。

④聴神経から大脳へ

　電気に変換された空気の振動は、（　　　）を伝わって（　　）を経て、大脳の中心部にある（　　）へ送られます。（　　　　）はあらゆる感覚情報が必ず通る場所であるため、音を聞くだけでもさまざまな感情とクロスオーバーします。

　そして、視床を通過した後は情動を司る（　　　）や記憶を司る
（　　）などを通って、言語野に到達し、音として認識されるのです。
2．次の文章は、副鼻腔の構造について述べたものである。（　　）にあてはま
る語句を答えなさい。

　

　頭部には、脳、、鼻腔、口腔などの器官があり、これらの間には鼻の外側にある（　　　）、 目の間にある（　　　　）、 額の裏側にある（　　　）、 鼻の奥にある（　　　）の4種類、合計8個からなる（　　　）という空洞があり、それぞれ細い穴で（　　）に通じているため、鼻呼吸をすることで副鼻腔も空気の交換が行われています。また、鼻腔と同様に副鼻腔の中は粘膜で覆われており、粘膜の表面には（　　）が生えており、外から入ってきた（　　　）や（　　）、（　　　　）などの異物を粘液と一緒に副鼻腔の外へ送り出します。
　
3．嚥下するときに空気と食物をどのように振り分けているか述べなさい。
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